
市
と
ウ
ィ
ラ
ル
市
（
イ
ギ
リ

ス
）
は
、
毎
年
、
国
際
交
流
の

一
環
と
し
て
、
幼
稚
園
児
、
小
・

中
学
生
の
手
紙
や
絵
画
な
ど
の

作
品
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
、
ウ
ィ
ラ
ル
市
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
届
い
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
１０
日
㈮
～
１９
日

㈰
（
２
月
１３
日
㈪
を
除
く
）

場
所
＝
中
央
公
民
館
・
北
部

住
民
セ
ン
タ
ー
・
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課

（
☎
６４
・
１
３
１
４
）

男女共同参画の視点から、さ
まざまな分野で活躍する人を紹
介しています。
今号は、農業委員として地域
の農業振興に奮闘している女
性。本市には女性農業委員が３
人おられますが、今回紹介する
山下さんは、昨年、女性として
初めて立候補により委員に選出
されました。
－農業委員としてどのような
仕事をされていますか－
優れた農地の確保と有効利用
を進めるための業務や、地域農
業振興のための活動をしていま
す。また、広報アイデア委員会
に属し、女性の視点でアイデア
を出しながら、農業委員会の広
報作成にも携わっています。
－就任されて約半年が経ちま
したが、ご苦労も多いのでは－
型にはまらず、自分にできる
ことをしようと思っています。
委員は男性が多いですが、女性
だからといって困ることはあり
ません。ただ、専門用語が分か
らないことがよくあり、周りの
委員に教えてもらっています。
とにかく勉強ですね。知らな
かったことを知ることができ、

自分にとってプラスになってい
ます。
－これからの抱負を聞かせて
ください－
農産物の食品加工・流通販売
を進め、さらに農業を活性化し
たいです。また、旬野菜を使っ
た料理の紹介をするなど、毎日
の食卓に旬の地場野菜を採り入
れてもらえるよう、地産地消の
ネットワークも作りたいです
ね。

成
人
式
を
翌
日
に
控
え
た
１
月
７
日
、
イ

ベ
ン
ト
を
自
ら
の
手
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
の
リ

ハ
ー
サ
ル
現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

本
市
に
は
同
志
社
大
学
な
ど
が
立
地
す
る

こ
と
も
あ
り
、
人
口
に
占
め
る
２０
歳
前
後
の

若
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち

が
活
性
化
し
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
若
い
人
た
ち
に
、
こ
の
ま
ち
に
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
未
来
の
京
田
辺
を
担
う
み
な

さ
ん
に
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
や
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
京
都
・
大
阪
・
奈
良
へ
３０
～
４０
分
で
行

け
る
の
で
便
利
」「
帰
っ
て
来
る
と
安
心
す

る
」
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、「
も
っ
と
若

者
が
集
ま
る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い
」
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、将
来
は「
子

ど
も
た
ち
に
目
標
と
さ
れ
る
大
人
に
」「
人

の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
」
と
の
抱
負
も

伺
い
、
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど

大
変
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
い
つ
の
時
代
も
、
困
難
を
乗
り
越
え
新

し
い
時
代
を
切
り
開
く
の
は
、
若
者
の
熱
い

志
と
行
動
力
で
す
。
そ
の
役
割
を
担
う
新
成

人
た
ち
。
彼
ら
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
夢
に
触

れ
、
そ
の
行
動
力
に
大
い
に
期
待
す
る
と
と

も
に
、
私
も
自
分
の
夢
で
あ
る
「
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【鬼の暴れぬ一年でありますように】

おはなし会
▼ 2 月 11 日㈯…ホレばあさん▼ 15 日
㈬…ゆきだるまのあたま▼ 18 日㈯…大工
と鬼六▼ 25 日㈯…岩くだきと堂せおいと
知恵もん▼ 29 日㈬…ふしぎな家▼ 3月 3
日㈯…貧乏神
水曜日は午後 3時
30 分～ 4 時、土曜
日は午後 3時～ 3時
30 分。

ギャラリー
▼子ども絵てがみ展：中央図書館＝ 2月

5日㈰まで▼「薪と火の信仰」および薪と
文化委員会の活動：薪区文化委員会＝ 2月
7日㈫～12日㈰▼京田辺市社協ボランティ
アセンター活動展：京田辺市社会福祉協議
会＝ 2 月 14 日㈫～ 19 日㈰▼日本年金者
組合京都綴喜支部第 5 回作品展：日本年
金者組合京都綴喜支部＝ 2月 21 日㈫～ 26
日㈰（24 日㈮を除く）▼にじみ絵展：そ
よかぜ幼稚園＝ 2月 28 日㈫～ 3月 4日㈰

おはなし会
▼ 2月 4 日㈯…ゆきむすめ▼ 11 日㈯…
天福地福▼ 18 日㈯…だめといわれてひっ

こむな▼ 22 日㈬…
のびるのびーる▼25
日㈯…北風をたずね
ていった男の子▼ 3
月 3 日㈯…うそのた
ね本
水曜日は午後 3時 30 分～ 4時、土曜日
は午前 11 時～ 11 時 30 分。

おはなし会
▼ 2月 8 日㈬…パンケーキ▼ 15 日㈬…
マメ子と魔物
いずれも午後 3時 30 分～ 4時。

図書館だより

これまで男性中心だった農業
委員に、女性ならではの視点で
果敢にチャレンジされる山下さ
ん。新しい風を感じました。
問合せ先＝市民参画課（☎

64-1314）

1 月 8 日、消防出初
式が田辺公園多目的運
動広場で行われ、消防
職員・消防団員など
約 340 人が参加しまし
た。
式では、市長式辞や
消防団長訓辞の後、優
良消防団員の表彰が行

われました。また、事
故車両からの救助訓練
や、田辺中学校吹奏楽
部の演奏、はしご車・
ポンプ車からの一斉放
水（＝写真）なども行
われ、会場は見学者か
らの拍手と歓声に沸い
ていました。

石井市長と意見を交換する新成人

農業の振興について、多くの
アイデアを語ってくれました

昨年の展示


